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1 .はじめに
1.1 選書論の歴史的研究について
近年、選書論 1の研究が活発になっているが 2、歴史的な側面からの研究は意外と少ない
のが実情である。周知のように 1963年(昭和38)の『中小都市における公共図書館の運
営』、 1970年(昭和45)の『市民の図書館』によって図書館の基本的機能は資料提供にある
とし、貸し出しサーピスの充実を日本図書館協会が提唱し、図書館界全体で盛り上げて今日
の隆盛を築いたという経緯がある。それ以前の図書館は『市民の図書館』によれば「市民の
資料への要求を正しく受けとめず、要求に応えられるだけの資料を持たず、市民をあきらめ
させ、市民に見放されたJ3存在であったという。そのような認識も関係しているのであろ
うが1960年代以前、特に 1945年(昭和20)9月2日の太平洋戦争敗戦前(以下、戦前と呼
ぶ)の「選書論jを扱った個別論文は管見の限りではほとんど見いだすことは出来なかった。
ただし他の研究テーマを扱った論文や、図書館史、教育史の概説書や司書課程の教科書類に
は若干の記述を確認することができた九それらを簡潔にまとめると、戦前の図書館選書は
利用者の意向とは無関係に行われていたという内容でおおむね一致している。これらの文献
は(歴史学でいう)一次史料を博捜することなく、数種の代表的な史料を数点挙げたのみで
明治~昭和初期までの戦前全体の「選書論」を「評価」している特徴がある。
なぜ戦前の「選書論」については個別研究が存在していないのであろうか。その理由と
して『図書館ハンドブック』の選書論の記述を参考に若干の検討を施したい。『図書館ハン
ドブpツク』は 1952年(昭和27)の初版、 1960年(昭和35)の改訂版、同年刊行の増補版、
1977年(昭和52)の第4版までは弥吉光長の執筆となっている。初版~第4版まで何れも
同じような内容であるが、弥吉はこの中で明確に学説としての選書論と、図書館業務として
の選書作業を分けて記述している。そして前者で日本人学者は一切取りあげておらず、海外
の研究者の学説のみを紹介している。弥吉は選書論において日本人学者独自の研究はみるべ
きものはないと認識していたのであろう。このような傾向は弥吉ばかりではなく他の研究者
にも窺える 50
確かに戦前の「選書論」は学説のレベルまで理論化されておらず、実務を前提としたもの
であり選書の心構えといった程度のものまである。しかし戦後から始まる選書論の学説の前
史として、どのような選書に関する考えが戦前に存在していたのか、それを明らかにするこ
とはこれからの選書を考えるうえで必要なものとなるであろう。そのような認識で筆者の一
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人である新藤は既に戦前の「選書論」の論考を数本発表しているが 6、これらはみな公共図
書館、通俗図書館向けのものばかりで「学校図書館Jを対象としたものまでは言及されてい
ない。したがって本稿では「学校図書館」向けの「選書論」について当時刊行された文献を
史料として用い明らかにしたい。また戦前とひとくちに言っても、明治・大正・昭和初期と
約80年の長きにわたっている。それを一挙に扱うことは紙幅の都合もあり不可能で、あるの
で、本稿では明治時代(1868年l月25日(慶応4年l月l日)-1912年(明治45)7月30日)
を扱いたい。なお、学説としての選書論と区別するために戦前の論については鈎括弧を付し
て「選書論」と表記する。
1.2 I学校図書館」の定義
学校図書館とはどのような図書館を指すのであろうか。戦前には学校図書館を規定する明
確な法令は存在せず、戦後の1947年(昭和2)に学校教育法施行規則第l条に「学校には、
その学校の目的を実現するために必要な校地、校舎、校具、運動場、図書館又は図書室、保
健室その他の設備を設けなければならない」と盛り込まれたが、特に規定する法令は存在し
なかった。 1953年(昭和28)制定・公布の学校図書館法によってはじめて学校図書館の法
的根拠が与えられたのである。制定当時の同法第2条では、「小学校(盲学校、ろう学校及
び養護学校の小学部を含む。)、中学校(盲学校、ろう学校及び養護学校の中学部を含む。)
及び高等学校(盲学校、ろう学校及び養護学校の高等部を含む。)(以下「学校」という。)
において、図書、視覚聴覚教育の資料その他学校教育に必要な資料(以下「図書館資料」と
いう。)を収集し、整理し、及び保存し、これを児童又は生徒及び教員の利用に供すること
によって、学校の教育課程の展開に寄与するとともに、児童又は生徒の健全な教養を育成す
ることを目的として設けられる学校の設備をいう。」と定義づけられており、それまで暖昧
な存在であった学校図書館の存在が法律によって定められたのである。
戦前の「学校図書館jについて塩見昇は「大学や専門学校など高等教育機関の図書館も含
めて、文字どおり「学校jの図書館を総称して使用されることが多J7く明確な定義は存在
しなかったと指摘している。その上で塩見は戦前、文部省は学校内に図書館を附設して増加
させるという考えであったため、多くの公・私立図書館が学校内に開設されたが、それは単
に「設置場所を学校内にもとめたにすぎない図書館J8であり、「直ちに学校図書館の祖とす
ることはできないJ9としながらも「その運営が教師の手にゆだねられることが多かったため、
なかには学校教育の中での活用や利用の指導を行うなど、学校図書館としての働きを併せも
つものもみられたJ10と指摘しているが、それらの図書館は「学校図書館」としての機能を
十分にもつものではなく「学校図書館としての芽を潜在的に含みつつも、学校図書館として
は先駆として以上の位置を占めるものではなかったJ11としている。塩見はそのような戦前
の現状をふまえた上で『日本学校図書館史』を明治初年から起稿し、戦前を中心に「学校図
書館」の通史を叙述するのであるが、その中心は小学校図書館を中心に据えたものとなって
いる。その理由として「周知のように戦前の中等教育は、ごくひと握りの選ばれたものの教
育にすぎなかったし、学問研究の成果と教育内容の関係において、初等教育と中等教育には
断絶があった。それだけに教育の質がより真剣に問われることともなった小学校に絞ること
が、日本の社会の中で、学校教育の場の図書館がもっ問題を顕著にクローズアップさせるこ
とになろうと考えたJ12としている。
さて本稿では明治期の「学校図書館」の「選書論Jを研究の担上に載せるが、上記のよう
に学校図書館法の規定に沿った施設は戦前では存在していなし、。しかし本稿ではそのような
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図書館も広義の学校図書館として捉えたい。当時の「学校図書館」の認識は塩見が指摘した
ように「大学や専門学校など高等教育機関の図書館も含めて、文字どおり「学校」の図書館
を総称」として使われていたのである。歴史研究の立場としては、後世の定義や枠組みを過
去に投影して「評価Jを行うことは慎まなければならないからである。むしろ、各論者の「学
校図書館」観はどのようなものであったのか、その点にも着目しつつ検討を加えていきたい。
なお今日の学校図書館と区別するために、鈎括弧を付して「学校図書館jと表記する。
2.明治政府の「学校図書館j認識と「選書論J
2.1 文部省の「学校図書館」認識と「選書論」
文部省は1872年(明治5)に学制を布告した。翌1873年(明治6)に同省は「小学校建設図」
を制定しそこに「書籍室Jなるものがみられ、小学校に図書を陳列する施設が必要であると
の認識を有していたことが窺える 130
文部省は1879年(明治12)に学制を廃止し教育令を公布した。その第1条に「全国ノ教
育事務ハ文部卿之ヲ統摂ス故ニ学校幼穂園書籍館等ハ公立私立ノ別ナク皆文部卿ノ監督内
ニアルヘシJ14と書籍館(今日の図書館)の管轄を文部省とすることが明確に定められたが、
翌1880年(明治13)、1885年(明治18)と二度の改正がなされているものの「学校図書館」
に関する明確な規定は最後までみられなかった 150
第二次改正教育令が施行されている 1882年(明治15)に文部省は学事諮問会を開催し、
各府県の学事担当者を東京に招集して教育に関する文部省の基本方針を布達した。学事諮問
会で布達した内容をまとめたのが『文部省示諭』である 16。同書には、小学校・中学校・師
範学校・高等女学校・各種学校の教則、教授法などについての文部省の布達事項が詳細に記
録されているが、その何れにも「学校図書館Jに関する内容は確認されない。後半に「書籍
館」についてふれているが、その利用者として「教育者著述者j、「学校生徒J、「庶民」が想
定されていた 170 i学校生徒jも主な利用者として想定する書籍館は「中小学校其他各種ノ
学校ニ於テ其教育上ニ有用ノ図書ヲ蒐集シ以テ教員生徒ノ参観ニ便ニシ旦ツ以テ生徒ノ日常
教課ニ疲弊セシモノヲシテ其精神ヲ慰撫セシメントJ18する図書を所蔵することが望ましい
としている。ここは今日の「学校図書館Jの役割と共通する点も見いだせる。しかし具体的
な選択方法は『文部省示諭Jでは何等言及されていない。ただし選書については次の様な点
に注意しなければならないとしている。明治の図書館史の文献では度々引用される有名な史
料であるが、重要な箇所であるので長めに引用する。
(前略)
殊ニ其蔵書ノ選択ハ実ニ要件中ノ最要件ニ係レリ今此諸要件ニ就キ開示スル所アラン
トス夫レ書籍ハ人ノ思想ヲ伝播スル所ノ最大媒介タリ而シテ其効用ノ無比ナルハ固ヨ
リ言ヲ待タスト難モ然レトモ其伝播スル所ノ効力ハ固ヨリ其思想ノ善悪邪正ニ由テ異
ナルキアラサルヲ以テ善良ノ書籍ハ乃チ善良ノ思想ヲ伝播シ不良ノ書籍ハ乃チ不良ノ
思想ヲ伝播スレハ則チ其不良ナルモノヲ排棄シ而シ青葉弄良ナルモノヲ採用スルヲ要
スルナリ其主韮主盆庶民等ノ為メニ設ル所ノ書籍館ニ准備スル書籍ニ至テハ殊ニ然リ
上土三之2._蓋シ善良ノ書ハ読者ノ徳性ヲ緬養シ其善良ノ智識ヲ啓発シ其愛国ノ誠心ヲ
誘起シ親族及社会ノ交際ヲシテ寛和敦厚ナラシムルカ如キ其効益タル最モ著大ナリト
謂フヘシ之ニ反シテ不良ノ書ハ読者ノ心情ヲ擾擾シ之ヲシテ邪径ニ誘陥シ遂ニ賞ニシ
テハ身家ノ滅亡ヲ招致シ大ニシテハ邦国ノ安寧ヲ妨害シ風俗ヲ素乱スルカ如キ其流弊
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タル実ニ至大ナリト調フヘキナリ 19 (下略)(傍線筆者)
書籍館の蔵書を「善良J. I不良」の二種類に分け、前者のみを収集しなければならないと
し、後者の図書の“弊害"を述べている箇所である。注目したいのは特に「学校生徒」のた
めに設けた書籍は選書について特に注意しなければならないとしている。「学校生徒」のた
めに設立した書籍館とは「学校図書館」のことを窺わせるが、『文部省示諭』では明確に学
校内の施設として位置づけておらず暖昧なものとなっている。ただここでは、文部省が書籍
館の利用者として「学校生徒」を認識していたこと、その教育上の効果も一応把握していた
点に注意したい。
教育令は1886年(明治19)に廃止され、小学校令が代わりに制定される。同令は1890年(明
治23)に大改正を行い小学校に設置されるべき設備を定めた。それに伴い翌1891年(明治
24) 4月に小学校設備準則(以下「準則jとよぶ)が定められ、その第5条には「校舎ハ生
徒ノ帽、傘、雨衣、足駄等ヲ置クヘキ場所ヲ備フルヲ要ス 校舎ハ成ルヘク講堂、物置等ヲ
備フルヲ要ス 裁縫ノ科目ヲ設クル小学校ハ男女ヲ区別シテ教授セサル場合ニ於テハ該科目
ノ為成ルヘク特別ノ教室ヲ其校舎ニ傭フルヲ要ス 手工又ハ工科ヲ設クル小学校ノ校舎ハ工
作ノ実地練習ノ為特別ノ教室ヲ備フルヲ要ス 大ナjレ小学校ノ校舎ハ図書標本等ヲ置クカ為
成ルヘク特別ノ場所ヲ備フルヲ要スJ20 (傍線筆者)とあり、小学校令本文ではなく準則で
はあるがはじめて「学校図書館」の記述が確認されたことは意義深い。
1900年(明治33)に小学校令が三次改正され、それに伴って小学校令施行規則が制定さ
れた。しかし第73条には「尋常小学校ニ於テハ教科用図書、地図、度量衡、黒板、机、腰掛、
時計、塞暖計其ノ他必要ナル器具、髪室旦堕童及小学校ニ関スル法令等ヲ畳7^ '之J21 (傍
線筆者)という記述に止まり、準則で示した“学校施設"としての「学校図書館」の性格が
薄くなってしまった感は否めない。しかしその選書基準には次の様な文言が盛り込まれてい
た。 1891年(明治34)に制定された「幼稚園図書館盲唖学校其他小学校ニ類スル各種学校
及私立小学校等ニ関スル規則J(以下「規則」とよぶ)に附帯された説明には次の様に記さ
れている。
図書館ハ成ルヘク其組織ヲ簡易ニシ広ク之ヲ利用セシメンカ為メ学校内ノ一部若クハ
教員生徒衆庶ノ閲覧ニ使ナル場所ヲ択ヒテ之ヲ設ケ務メテ平易ニシテ且有益ナル図書
ヲ備ヘシメ教育上風俗上有害ナルモノヲ傭フルコトヲ禁スルコト及其図書ノ種類ヲ限
ル等ハ最モ監督者ノ注意ヲ要スヘシ 22(傍線筆者)
傍線を付した箇所に着目すると小学校内に附設された図書館の利用者は「教員生徒衆庶」
とあり、純然たる「学校図書館」ではなく公共図書館として一般の利用者も想定されていた
ことが窺える。そこに所蔵されるべき図書は「平易ニシテ且有益」であり「教育上風俗上有
害ナルモノヲ備フルコトヲ禁スルJとあり、利用者の好みや要求といった点は考慮されてい
なかった。
また 1899年(明治32)に図書館令が公布されているが、第4条には「図書館ハ公立学校
又ハ私立学校ニ附設スルコトヲ得J23とあり、小学校令と同様の姿勢がみられた。草野正名
によればこの時期の文部省の図書館に対する認識は「図書館を学校の延長と見る色彩が濃
厚J24であり、また一般社会も「学校図書館と公共図書館とに対して判然たる認識をもっに
至っていない」おと指摘している。
このように文部省側の「学校図書館」に対する関心は概してあまり高くないが、各地の小
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学校では日露戦争 (1904-05)前後から自習施設として「児童文庫」と呼ばれる図書館を
小学校内に設置する学校が多くなってきておりへこの時期から「学校図書館」の重要性が
教育現場では認識されはじめてきたといえる。しかしそれを法制度上に反映させるまでに当
時は至らなかったのである。
2.2内務省主導の地方改良運動との関係
地方改良運動とは「日露戦争後に、日本が帝国主義列強に伍していくための国力増進策の
一環として、町村財政と生活習俗の改良をめざした国家官僚の試みJ2:/であり、さまざまな
改革が内務省主導で実行に移されていった。そういった中で「良書普及による国民思想の善
導、民衆教化の機関として通俗図書館」泌が注目されたのである。
これらの通俗図書館は全国各地に建設されたが、そのほとんどが小学校に附設されたもの
であった。しかしその実態は塩見昇によれば「校長が館長、教師が司書を兼ね、蔵書もきわ
めて貧弱(明治40年代に入って図書館数は急増するが、それに逆比例してl館当たり平均
蔵書数は小さくなり、 1912年には5.00冊まで落ちている)という体制では、さほどの成果
はおぼつかなJ29かったという。塩見も引用しているが、伊藤新ーは小学校附設の通俗図書
館を評して「経費僅少、内容貧弱、設備不完全、整理不確実、運用不十分デアツテ、単ニソ
ノ実績ガ挙ラナイパカリデナク、殆ド有名無実デ中ニハ厄介視サレテヰルモノモナイデハナ
イJ30と批判しており図書館数ばかりが増えることにはなったが、その質は低いものであっ
たことが窺える。また小学校内に附設されたとはいっても、通俗図書館の利用対象者は児童
ばかりでlt料、一般利用者も想定されていた。伊藤は、 1905年(明治38)に郷里の山口
県阿武郡明木村(現・萩市)に村立明木図書館(現・萩市立明木図書館)が明木尋常高等
小学校(現・萩市立明木小学校)内に設置された際に准訓導の兼職として図書館実務を担い、
以降1956年(昭和31)に没するまで明木図書館に貢献した図書館人である。伊藤が実質的
に運営していた明木図書館は地方改良運動の影響で建設が決定したものであるが、塩見によ
ればその活動は、「教室文庫の経営、教室および図書館での読書指導や利用指導の実施とそ
のための学年別指導計画の作成、読書会の開催などJ31今日の学校図書館と比較しても遜色
のないものであったと高く評価している。明木図書館は地方改良運動で設立された通俗図書
館であっても成功した事例である。
さて、地方改良運動で建設が推進された通俗図書館の選書はどのような考えで行われてい
たのであろうか。運動を推進した内務官僚・井上友ーは次のような見解をしめしている。
米国議院の図書館長プットナムは嘗て古今を通じて公共図書館制度に於ける理想の変
遷に関し述べて日く『古代に於ける図書館の理想は蔵積に在り近世に於ける図書館の
理想は利用に在り。前者は人の需要に応ずるを以て足れりと為し後者は併せて人の趣
味を興すを以て主眼と為す。古代の図書館に在りては其利益を享くる者は学芸に従事
する専門の人士を多しとす。近世の図書館に依りて禅益を得べき者は其範囲頗る汎博
にして更に際涯あること莫し。都郡貴賎の別なく老若男女の別なく社会を通じて各般
の階級は其求むる所の図書に就て均しく無限の恵に頼ること得ざるべからず』と。此
の如きは是れ庶民的教化の目的を有する公共図書館制度が其応さに帯ふべき最善の理
想たり。 32(傍線筆者)
井上はアメリカ議会図書館長ハーパート・パトナム (HerbertPutnam)の発言を引用して、
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図書館は「利用Jを重視するべきであり、社会の各層の求めに応じた図書を所蔵しなければ
ならないと主張している。さらに井上は「所謂『簡易図書館』とは往事の図書館と其制度を
異にし広く庶民社会の聞に亘りて読書の利益を普及せしむるを主眼とせり。往事の図書館は
主として『尚古奨文の主義jに則り珍籍名著を重んじて力を之が蒐集に到せり。然るに今の
図書館は更らに『実用通俗の主義jを兼ね一般社会の利用を普及せしめんとす」お(傍線筆者)
と述べ、図書の「利用」をかなり重要視していたことが窺える。利用されるためには「珍書
名籍」ではなく「実用通俗の主義」の要素をもった「一般社会の利用」を普及しないといけ
ないのである。
井上の思想は文部省の法令にみられる「選書認識」とは一線を画し、図書館を国民に「利
用」させるものを意図したことが分かつた。そのような認識を有する官僚が主導した地方改
良運動で建設された小学校に附設された通俗図書館の蔵書は、利用者の晴好を完全に無視で
きなかったと推察されるが、それを裏付ける史料は管見の範囲では確認できなかった。
3. r学校図書館」の「選書論J
本章では明治期に刊行された図書館学と教育関係者が著した教育書に「学校図書館」の「選
書論」がどのように展開されているのかみていきたい。
3.l 図書館学書
まず図書館学書であるがわが国初の専門書と目されているのが、 1892年(明治25)に刊
行された西村竹間著『図書館管理法.1(以下、 1892年版『管理法』と呼ぶ)であるへその
第8章「学校図書館管理者注意」において「学校図書館」という用語を使用している。塩見
昇によれば戦前は小学校内に附設された図書館のことを「児童文庫」、「児童図書館」、「教室
文庫」、「学級文庫jなどと呼んでおり、「学校図書館」という語の初見は西村の著作である
という 350
さて1892年版『管理法』は「学校図書館」について「専ラ其教員学生ノ便ニ供スルモノ」お
であるとの目的が記されており、「中小学校等ニ属スル図書館ノ管理者(学校長若クハ教員
中重ナル者之ヲ兼任スベシ)務メテ児童ノ読書心ヲ喚起シ且書籍ニ就テノ良習慣ヲ養成スル
ヲ要スJ37というものであった。西村は続けて「学校図書館Jの注意事項として6項目を挙
げているが、選書に関係するのは次のようなものがみられる。
児童ノ閲読ニ適スル書籍ヲ選択シテ其目録ヲ製シ置キ児童ヲシテ其範囲内ノ書ヲ読
マシムベシ
一 右書籍ハ可成娯楽ノ意ヲ含ムモノヲ択ヒ倦圧ニ堪ヘザルモノノ類ハ之ヲ避ケザルベ
カラズ即チ平易ニシテ愉快ナル歴史伝記紀行書或ハ娯楽ノ中ニ理科ノ一斑ヲ知得
セシムル等ノ類ヲ可ナリトスルガ如シ
一 児童ニ小説ヲ読マシムルノ可否ハ欧米教育家ノー問題タリシガ近来其説略ボ一定シ
児童ノ徳義ヲ破壊スルニ至リタリト云フ然レドモ小説類ニハ卑狼強暴ノ所為若ク
ハ男女ノ情緒ヲ序スルモノ多シ最モ選択ヲ慎マザルベカラズお(傍線筆者)
(以下略)
西村は今日でいう児童図書館のようなものも「学校図書館」という言葉で表していた叱
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学校教育と図書館を結びつけようという意識はこの文面からは読み取れない。このことから
も西村は、「学校図書館」と児童図書館を同様な施設と認識していたといえる。「選書論」を
みれば「可成娯楽ノ意ヲ含ムモノヲ択ヒ」、「娯楽ノ中ニ理科ノ一斑ヲ知得セシムル等ノ類ヲ
可ナリ」などとあり、児童が楽しみながら知識を身につけさせるような図書を所蔵すること
が望ましいとしている。小説に関する記述では、通俗小説は「卑猿強暴」、「男女ノ情緒ヲ序
スル」ものが多いので「最モ選択ヲ慎マザルベカラズ」と否定的に書かれている。当時はア
メリカではフィクション論争が闘わされており、わが国でも田中稲城などは通俗小説排除を
唱えていたへその影響が1892年版『管理法』にも窺える。
次に1900年(明治3)に文部省編として刊行された『図書館管理法 全H以下、1900年版『管
理法』と呼ぶ)をみてみたい。文部省編とはあるが、実質は帝国図書館長田中稲城が執筆し
たものである 410 1900年版『管理法Jは「学校図書館」で一章は割いておらず、「第二 図
書館ノ必要」に「学校生徒ハ図書館ニ付テ大ニ其課業ヲ樽補スルノ益アルノミナラズ亦其課
業ニ疲労セル精神ヲ慰ムルノ便アリJ42との記述がみられ、学校教育と図書館との関係性は
極めて短文ではあるがふれている。また「第三 図書館ノ創立」には次のようなことが書か
れている。
学校附属ノ図書館モ往々発達シテ公共ノ使用ニ供スルニ至ル者ア!とごシ其初ハ主盤国童
館ハ字書、地図等ノ蒐集ヲ以テ起リ教育ノ進歩ト共ニ発達シ百科字典及ピ一般ノ参考書、
学科ノ参考書補助書等増加シ来リ遂ニハ生徒ニ貸出スコトヲ得ルニ至リ公衆ノ興味ヲ惹
起シ金銭又ハ書籍ノ寄附ヲ為ス者アリ最後ニハ一週日幾時ト時間ヲ定メ公衆ノ為ニ閲覧
室ヲ開キ又ハ貸出シヲ為スニ至ルベシ“(傍線筆者)
これをみると最初は学校附属の図書館が生徒を利用対象者として運営していたが、徐々に
それを拡大させていき、最終的には一般利用者まで拡大させるのが良いという内容である。
「学校附属ノ図書館」が地域の公共図書館に成長していけば良いというもので、これも今日
の学校図書館と比較すれば、単に学校内に設置された通俗図書館という代物であろう。ただ
し傍線を付した箇所のように、学校教育に関係する図書は多く収集されていた点には注意し
たい。「選書論」については「第七 書籍ノ選択Jとして一章を設けているものの、「学校図
書館」に特化した記述はない。
1900年版と 1912年版の『管理法』の中間の1909年(明治42)に出版された、戸野周二郎『学
校及教師と図書館』という専門書がある。戸野の著書については赤星隆子が詳細に検討を行
っている制。『学校及教師と図書館』は「学校図書館」をテーマに据えた図書ではなく、「義
務教育修了後の自己教育、生涯学習の施設として公共図書館を位置づけており、児童青少年
サービスを考える際の基盤として学校との関係の重要性を指摘し、教師の果たすべき役割を
強調J45した内容となっている。しかし『学校及教師と図書館』の第2章の一部と第4章は
戸野が雑誌『教育の実際』に3回に渡って連載した「学校図書館論」がそのまま転載されて
おりへ「学校図書館」とまったく無関係のものではない。本稿では第2章と第4章を中心
に検討を加えたい。
まず第2章であるが戸野は「学校図書館」について、欧米ではと断った上で「小学校と通
俗図書館との連絡最密接にして、或は図書館の一室に充て、或は学校内に図書館の支部を置
き、又進みては学校図書館を設く。而して学校内の図書館は、独り学校把童の為めのみならず、
其教師の為めにするは勿論、時に附近住民の共用図書館として利用せらる、なりJ47 (傍線
筆者)と述べている。戸野の考えは、「学校図書館」とは児童生徒や教師のためのものだけ
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ではなく、附近住民のための施設でなければならないというものであった。これについては
『学校及教師と図書館』で繰り返し言及している。例えば図書館創立の具体的な方法として
戸野は数点挙げているが、その中に「最便利にして且最行はれ易く、然も最有効なるは、学
校殊に小学校舎を利用して、学校図書室を設くるにありとす。学校図書室は、教師用児童用
の両様に分ち、 i斬く進んで附近住民の為めに公開するを期すべしJ必とあり、当時の「学校
図書館」は純然たる児童生徒と教師のための施設ではなく、通俗図書館の要素も兼ね備えて
いるものと認識していたことが分かる。しかし戸野は児童生徒のことも忘れているわけでは
ない。「図書と児童とを接近せしむるの法は、学校内に図書室或は図書館支部を設け、もし
くは学校図書館を附設するを以て最良とすJ49とあり、児童を軽視していたわけではないこ
とが分かる。
そういった「学校図書館」の「選書論」はどのようなものであったのであろうか。戸野は
第11章に「図書の選択」と一章を割いて「選書論Jを展開しているが、特に「学校図書館」
に特化して述べているわけではない。強いて挙げれば「最初には、児童の為めに多くの書籍
を買ふベし。児童の満足することは家庭の喜ぶ所にして、従って輿望を買ふに至るべし」
印・「単に評判よきが故を以て小説を購ふべからず。凡そ不健全にして、吾人殊に児童の徳
性に害ありと認むべきものは排斥すべし。善良なるを撰んで年々増加し行かぱ、以て社会の
趣味を高むべきなりJ51との記述のみである。特に学校教育と連携しての「選書論」は開陳
していなし、。この点からも当時の「学校図書館」とは通俗図書館の要素も併せもった施設で
あり、それ以上の期待は担わされていなかったことが窺える。
1912年(明治44)には、文部省編『図書館管理法 全Jが金港堂より刊行された 52。こ
れは 1900年(明治3)に出版された『図書館管理法Jの改訂版で、著者は帝国図書館長田
中稲城である 530
1912年版『管理法』で「学校図書館jにふれている記述として「第二 近世的図書館ノ特徴J
の中に「図書館ト学校トノ連絡jという項目が立てられている。
近来学校ニ於テハ教授上直接必要ノ参考書類ノミヲ備付ケ其他ノ教科ノ補助用トシテハ
図書館ノ図書ヲ利用スルノ傾向アリ図書館ニハ教員室ヲ備へ最近最良ノ参考書ヲ備付ケ
置ク者アリ或ハ学校専務ノ掛員ヲ置キ常ニ学校ト往復シテ書籍其他ノ事ニ付彼我ノ事情
ヲ疏通シ教員モ亦図書館ニ来リ其所要ヲ充タシ或ハ生徒ヲ引率シテ来館シ其備付図書ヲ
以テ教授用ニ資シ図書ヲ見セ又図書使用法ヲ教フル者アリ
又書籍ヲ貸出シ教員ノ用ニ供シ教室ニ備へ置キ学科ノ参考ニ資セシメ更ニ之ヲ生徒ニ分
貸シテ読書ノ習慣ヲ酒養シ且卒業後モ学業ヲ継続シ自修ヲ為スノ基礎ヲ作ラシメントス
ル等学校ト図書館トハ毎ニ相助ケテ教育ノ普及上進ヲ図ラントスル臼(以下略) (傍線
筆者)
傍線部に着目すると、「学校図書館」と学校との連携を重視した内容となっている。 1900
年版『管理法』では、単に学校内に通俗図書館を附設した施設を「学校図書館」と呼んでい
たが、 1912年版『管理法』では「学校図書館」の活動として「書籍ヲ貸出シ教員ノ用ニ供
シ教室ニ備へ置キ学科ノ参考ニ資セシメ更ニ之ヲ生徒二分貸シテ読書ノ習慣ヲ酒養Jさせる
ことを求めている。しかし「選書論」の項では、「学校図書館」に関係して 1912年版『管理
法』独自の内容はなく、この点は 1900年版と同様であった。
明治期に刊行された代表的な図書館学書から「学校図書館Jとその「選書論Jの記述を抽
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出して内容を紹介した。内容から学校(特に小学校)内に附設された通俗図書館を「学校図
書館」であると認識していた点が確認できた。その利用者は、当初は児童生徒や教師を対象
としていたが、最終的には一般をも射程にいれたものであった。しかし 1912年版『管理法』
ではその認識が若干変化し、学校内にあるので学校教育と関係のある「最近最良ノ参考書ヲ
備付」けるなど、配慮するべきという論調がみられた。今まではあまりこういった記述は見
られなかったので、明治末期になって学校教育と連動させる考えが起こってきたと思われる。
また選書についてはほとんど確認できなかったが断片的な記述から、利用対象である児童
生徒の要求を聞くなどの姿勢は窺えず、教育的な観点から「良書Jを図書館側が選択して提
供するという主張が読み取れた。
3.2 教育書
明治期に学校教育を主題とする教育書の中で、「学校図書館」に言及されているのは僅か
であり、しかも小学校教育の図書に集中している汽これは図書館令公布以前では小学校令
に図書館の規程が盛り込まれていたことと無関係ではないと思われる。本稿では紙帽の都合
から論文は除外し、単行書として刊行された教育書にしぼって検討を加えたい。
1907年(明治40)に出版された佐々木清之丞『小学校の理論及教授訓練の実際』を最初
に取り上げたい。佐々木は本書発行以前に宮城県師範学校附属小学校(現・宮城教育大学附
属小学校)訓導の経験があり、そこに開設された児童図書館の活動も紹介している 560
佐々木によれば児童図書館とは「児童の力に適応せる程度の図書を与へて、彼等自身に研
究せしむるは、彼等の学習的興味を喚起するに於て、最必要と認むるJ57とその設置する意
義を強調し、「ことに、教科書中に不足せる実業的知識、若しくは、文学的趣味の補充上には、
頗る、好都合」邸と学校教育を補完する役割を期待していたことが窺われる。「選書論jに
ついて佐々木は特に言及していないが、「児童読物として、目下出版せる書籍中には、教育上、
如何はしきもの少なからざれば、これを備附くるには、十分の調査をなしJ59と注意を喚起
しており、図書館に蔵書として入れるべきものには厳しく吟味をしなければならないと主張
している。
次に山松鶴吉の「学校図書館」についての言説を取り上げてみたい。山松については塩見
昇が「戦前(むしろ現代をも含めて)の教育書において山松の著作ほどに学校図書館に関心
を示したものは他に類をみないといっても過言ではないJ60と高く評価をしており、さらに
近年では園枝裕子も「山松鶴吉の学校図書館論J61で詳細に分析を行っている。特に園枝論
文は山松の「学校図書館」設置の必要性を児童の自学自習用に、教師の修養・研究用に必須
の施設であると位置づけている 620
本稿では山松の著書で展開されている「学校図書館」論と「選書論」を検討したい。これ
らの著書の刊行当時山松は京都市視学、後に東京高等師範学校(現・筑波大学)講師の職に
あった。
まず『模範的小学校経営の実際』を取り上げる。本書は「第十三章 学校図書館の利用」
で一章を割いており、他の教育書とは異なり著者が「学校図書館」を重視していることが分
かる。山松はその設置の意義について次の様に力説する。
(学校図書館設置の目的は一引用者注)第ーには児童のために、第二には職員のために、
図書を十分に供給して、極めて簡便に読書の出来る様に施設することは、学校として極
めて急務なことである。即ち理想の小学校に於ては、斯く児童の正教科以外に於ける自
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学自習のために、井に教師の教授事項の調査及び其の学力補習のために、必ず完全なる
学校図書館を設け、学校所蔵の図書全部を蕗に出陳し、以て児童井に教師の閲覧に便ず
る施設をしなければならぬのである。臼
山松は「学校図書館j設置の目的は児童と教師のためであると最初に主張する。その目的
は「児童の正教科以外に於ける自学自習」、「教師の教授事項の調査及び其の学力補習」のた
めと、今日の学校図書館に近い施設を意図していたことがわかる。
選書について山松は、「学校図書館Jとは「教師に対しでも、児童に対しでも、読書を極
力奨励する」“ことが重要で、あるので「図書の購入と云ふことに就いては、大ひに奮発しな
ければならないJ65と強調している。その蔵書は「各学科に関する教師の参考書、イl多養書井
に児童に適するあらゆる類の読み物を、遺漏なく蒐集購入して、之を学校に具へる様にしな
ければならない」“としている。しかし予算は限られているので「無暗なものを買はないで、
能く図書を選択して必要にして価値あるものから買ってJ67いかなければならないと釘を刺
している。そうであるから従来の「学校図書館」に間々みられる「唯校長の思ひっきのま、
に、色々の書物を勝手に購入したり、または教員の要求のままに、予算のある間買って往く
と云ふ風」 ωではよくないと批判する。それではどのようなシステムにすればよいのであろ
うか。山松は次の様な考えを提唱している。
学校には新刊井に購入希望図書目録と云ふものを備へておいて、予め前の知く教育以下
の部門別けに小口を取りおき、校長以下何人にでも、新刊書の広告等を見たとき、其他
学校に購入しておくことを可と思ふ書物を、気付き次第に任意に書名、著者、定価、発
行所等を記入しておく様にするがよい、斯くて各教科目主任及び各係は常に之を見て、
自分の領域に属する図書中、適当と思ふものから漸次に購入の手続きをして往くと云ふ
工合にするのが、最も適切簡便な方法であると思ふのである。 69
「学校図書館」であるのでひとつの教科に偏って選書されることがないように考え出され
たシステムである。しかし山松の「選書論」は、主な利用対象者である児童の声を「学校図
書館jの蔵書に反映させるという意見はみられない。蔵書も学校教育を中心とした内容のも
の、もしくはそれに準ぜられるものばかりを取りそろえるべきであるとの意で、あくまで教
師が中心となって選書するという考えであった。 19日年(明治44)同文館より刊行された『小
学校各科教授の進歩Jには、「学校図書館」の選書について次の様に記述されている。
只之を利用させる上に於て、教師の注意を要することは、児童が各々如何なる書物を
読むかと云ふこと、即ち図書の選択を誤らない様にさせることが何よりも第一に肝要な
ことである。依って之は常に教師が之を調査して、どの姐童は今は如何なる書物を読む
で居るかと云ふことを、悉く知って居る位でなければならぬのである。これがためには、
教師は其の読むべき書物を児童に指定することも宜しからうと思ふ、また読みたいと思
ふ書物を教師に告げ、其の認可を得て読ませる様にすることもよからうと思ふのである。
之を要するに図書を選択することを第一に注意しなければならぬのである。叩(傍線筆
者)
児童が読む図書は教師が許可したものを読むのが良いという見解である。山松はこのよう
な認識をくり返し著書で主張している。別の著書では「本館に備付くべき図書は、一通り眼
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を通して有害無益のものは捨て、無害有益のものJ71を蔵書にしたほうが良いと述べ、やは
り選書は教師の指導に由らなければならないと主張している。
佐々木や山松の考えは、政府の認識していた学校に附設している通俗図書館といったもの
ではなく、学校教育との連携を担うものであり、それは今日の学校図書館に直接繋がる施設
であった。しかしその「選書論」は、記述が断片的にしかみられないが、教師を中心として
選書にあたり「無害有益jな図書を与えることであった。「学校図書館」に関して多大に関
心を持ち、その設置意義を主張していた山松も、児童の読み物は教師が「読むべき書物を児
童に指定することも宜しからう」、また「読みたいと思ふ書物を教師に告げ、其の認可を得
て読ませる様にすることもよからうJといったものであった。
4.おわりに
政府、図書館学書と教育書から「学校図書館jの「選書論」を検討してきた。そもそも政
府の「学校図書館Jに対する関心はあまり高くなく、小学校内に附設された図書館は児童、
教師だけではなく、一般の利用も想定されたものであり、純然たる「学校図書館jとはいえ
ない状態であった。「選書論」に関しては、平易な文章で書かれ内容も「有益jな図書が好
まれるとしていた。
このような通俗図書館の数が急増するのが日露戦争後に内務省主導で推進された地方改良
運動である。地方改良運動は通俗図書館を国民に利用させることを目的の一つに掲げていた。
中には山口県阿武郡明木村の明木尋常小学校内に設置された村立明木図書館のように、今日
の学校図書館と比較しでも遜色のない優れた図書館も誕生した。また地方改良運動を推進し
た内務官僚井上友ーは「選書論」にも言及しているが、「社会を通じて各般の階級は其求む
る所の図書に就て均しく無限の恵に頼る」と利用者の意向も十分考慮、した方が良いとの見解
を示している。
図書館学書では、当初は学校に附設された通俗図書館の域をでる言説は確認されなかっ
たが、 1912年版『管理法』から学校教育に役立てる図書館といった記述が確認されてくる。
しかしその「選書論」は児童生徒の要求に応えるなどの言説は確認されず、教師が主体的に
なって「良書」を選定するというものであった。
教育書では明治の末期に佐々木清之丞や山松鶴吉といった教育者が、その著書で「学校図
書館」への言及が確認された。特に山松は今日の学校図書館と比較しでも遜色のない内容の
ものを構想していたことが窺えるが、児童の読書に関しては教師が内容にまで深く介入した
ほうが良いとの見解であった。
このように明治期の「学校図書館」の「選書論」は、教師が主体となって児童に「良書」
を与えることが最適であるとの認識を図書館学者、教育者双方が共有していたと指摘できる。
[付記】
本稿は、平成24年度山形県立米沢女子短期大学附属生活文化研究所共同研究「近代日本の
図書選択論の基礎的研究J(新藤透研究代表)の研究成果の一部を論文化したものである。
l 図書選択論、資料選択論とも呼ばれている。日本図書館情報学会用語辞典編集委員会編
『図書館情報学用語辞典』第3版、丸善、 2007.では「資料選択 selectionJとして立項
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されている (p.122)が、選書論という名称で本稿では統一する。
2 安井一徳は「研究文献レビュー 蔵書構成Jrカレントウェアネス.1No.306、2010.2.で、
2005年(平成17)から 2010年(平成21)までの選書論の論文を手際よく紹介しており「近
年の図書館界」の選書論の概要を手軽に掴むことが出来る。「近年の図書館界」の選書論
の動向は上記文献を参照願いたい。
3 日本図書館協会編『市民の図書館』増補版、日本図書館協会、 1976、p.34.
4 学術論文や研究書等では、裏田武夫、小川剛「明治・大正期公共図書館研究序説Jr東
京大学教育学部紀要』第8巻、 1965.永末十四雄『日本公共図書館の形成』日本図書館
協会、 1984.塩見昇『知的自由と図書館J青木書庖、青木教育叢書、 1989.安井一徳『図
書館は本をどう選ぶか』勤草書房、図書館の現場5、2006. にごく簡単ではあるが戦前の
「選書論」の記述が確認された。司書課程の教科書では、小黒浩司「日本の図書館資料論史」
河井弘志編著『図書館資料論』東京書籍、新現代図書館学講座8、1998.馬場俊明編著
『図書館資料論』日本図書館協会、 JLA図書館情報学テキストシリーズE、2008. などに
記述がみられる。日本教育史の通史では、国立教育研究所編『日本近代教育百年史J第7
巻社会教育 I、国立教育研究所、 1974. の小川剛執筆部分に戦前の「選書論Jに若干言
及されている。
5 例えば、河井弘志「現代図書選択論の動向」日本図書館学会研究委員会編『現代の
図書選択理論』日外アソシエーツ、 1989.では 1960年代から起稿しており戦前には及
んでおらず、吉田憲一、山田伸枝、志保田務「収集・選択関係文献目録Jr図書館界』
VoI.31.No.1.1979. も終戦直後から 1977年(昭和52)までとなっている。
6 新藤透「明治期刊行の図書館学専門書にみられる選書論についてJr図書館綜合研究』
第8号、 2009.8.同「大正期刊行の図書館学専門書にみられる選書論についてJr米沢国
語国文』第38号、 2009.11.同「昭和初期刊行の図書館学専門書にみられる選書論につい
てJr山形県立米沢女子短期大学紀要』第45号、 2009.12. 同「昭和初期刊行の「通俗図
書館用実務手引書」にみられる選書論についてJr米沢国語国文J第40号、2011.12.同「地
方改良運動が図書選択論に与えた影響について:特に井上友ーに着目してJr日欧比較文
化研究J第16号、2012.10.同「明治期に於ける「選書論Jの検討H日本図書館情報学会誌』
Vo1.59.No.1、 2013.3.参照。
7 塩見昇『日本学校図書館史』全国学校図書館協議会、図書館学大系、 1986.p.14. 
8 前掲註 (7)p.15. 
9 前掲註 (7)p.15. 
10 前掲註 (7)p.15. 
11 前掲註 (7)p.16. 
12 前掲註 (7)p.20. 
13 前掲註 (7)p.24-25. 
14 r法令全書 明治十二年』内閣官報局、 1890.p.75. 
15 ただし文部省学監デイヴイツド・モルレー (DavidMurray 1830 -1905)の教育令草
案に「学校図書館」についての詳細な記述があるが、審議過程でこの箇所は採用されな
かった。この点については前掲註 (7)p.27-28 参照。
16 学事諮問会と『文部省示諭Jについては、国立教育研究所第一研究部教育史調査室編『学
事諮問会と文部省示諭J国立教育研究所、教育史資料l、1979.が詳しい。本稿も同書
に多く依拠している。
17 前掲註 (16)p.l09. 
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